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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

2024年３月期期末の決算手続を進める中で、過年度決算における誤りが、当社の連結子会社であるKASAI MEXICANA

S.A. DE C. V.（以下「KMEX」）と当社において発見されました。

　KMEXに関しては、従前よりメキシコペソ建て決算数値を米国会計基準に従ってドルに為替換算した数値を連結決算

に取り込んでおりますが、誤りが発見され、過年度に遡り調査を行った結果、2021年３月期より計算方法が誤ったま

まドル換算を行っていたことが判明いたしました。また、当社においては、過年度における有価証券報告書における

注記事項の誤り等があったことが判明いたしました。

　このため、既に発見されていたKMEXでの過年度決算における他の誤り（売掛金・固定資産の減価償却等の計上相違

等）及び対象年度において重要性の観点から訂正を行っていなかった事項も併せて、訂正を行っております。

　これらの決算訂正により、当社が2023年６月27日に提出しました第92期第１四半期（自　2022年４月１日　至　

2022年６月30日）に係る四半期報告書の訂正報告書の一部を訂正する必要が生じましたので、金融商品取引法第24条

の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　なお、訂正後の四半期連結財務諸表については、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けてお

り、その四半期レビュー報告書を添付しております。

 
２ 【訂正事項】

 
第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

２　経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(１) 財政状態の状況

(２) 経営成績の状況

第４　経理の状況

１　四半期連結財務諸表

(１) 四半期連結貸借対照表

(２) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

注記事項

　四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係

　セグメント情報等

　１株当たり情報

 
３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。なお、訂正箇所が多数に及ぶことから上記の訂正事項については、訂

正後のみを記載しています。
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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第91期

第１四半期
連結累計期間

第92期
第１四半期
連結累計期間

第91期

会計期間
自 2021年４月１日

至 2021年６月30日

自 2022年４月１日

至 2022年６月30日

自 2021年４月１日

至 2022年３月31日

売上高 （百万円） 37,461 37,002 146,375

経常損失(△) （百万円） △1,325 △2,960 △11,401

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純損失(△)

（百万円） △1,967 △3,136 △19,465

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,214 △400 △14,499

純資産額 （百万円） 47,219 29,621 31,095

総資産額 （百万円） 152,381 147,917 141,461

１株当たり四半期(当期)純損失
(△)

（円） △50.86 △81.07 △503.07

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

（円） － － －

自己資本比率 （％） 25.5 13.6 15.3
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、1株当たり四半期(当期）純損失であり、また、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。

なお、当社の連結子会社であるKASAI SLOVAKIA s.r.o.は、2021年11月30日付で解散し、現在清算手続中でありま

す。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると

認識している主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要

な変更はありません。

（継続企業の前提に関する重要事象等）

当社は、前連結会計年度において新型コロナウイルス感染症の感染拡大や半導体供給不足等の影響により２期連

続で営業損失を計上しており、金融機関との間で締結していた借入契約等に付されている財務制限条項に前連結会

計年度末において抵触するに至りました。このことから継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は

状況が存在しているものと認識しております。このような状況に対して、既に拠点の統廃合や人員削減による固定

費削減等を実施したほか、グループ全体での生産体制の最適化を推し進め収益力改善に取り組み、2023年３月期は

営業利益の計上を見込んでおります。これらの施策に加え、各金融機関と協議を行い、2022年５月26日に他の金融

機関を含むシンジケートローン契約及びコミットメントライン契約を新たに締結したことにより、本抵触に基づく

期限の利益喪失の請求権の行使をしないことについて各金融機関の合意を得ております。以上により、継続企業の

前提に関する重要な不確実性は認められないものと判断しております。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

 
(1) 財政状態の状況　

（資産）

総資産は1,479億17百万円と前連結会計年度末に比べ、64億56百万円の増加（＋4.6％）となりました。この主な

要因は、有形固定資産が20億68百万円増加、現金及び預金が10億13百万円増加、受取手形及び売掛金が10億８百万

円増加したことによるものであります。

（負債）

負債は1,182億95百万円と前連結会計年度末に比べ、79億30百万円の増加（＋7.2％）となりました。この主な要

因は、長期借入金が31億26百万円減少したものの、短期借入金が47億79百万円増加、支払手形及び買掛金が26億66

百万円増加、流動負債のその他が35億40百万円増加したことによるものであります。

（純資産）

純資産は296億21百万円と前連結会計年度末に比べ、14億74百万円の減少（△4.7％）となりました。この主な要

因は、為替換算調整勘定が19億81百万円増加したものの、利益剰余金が31億36百万円減少したことによるものであ

ります。

 
(2) 経営成績の状況

世界経済は、景気回復ペースが鈍化し、低い成長率にとどまっており、いずれの地域もウクライナ危機などによ

るインフレ圧力の高まりや金融引き締めの影響などにより景気の減速が見込まれております。米金利上昇による日

米金利差拡大や、日米金融政策の違いから円安・ドル高が進んでいることからの影響も含め、依然として先行き不

透明な状況が続いております。

わが国の経済も同様に、ウクライナ情勢悪化、資源価格の高騰による下振れ、新型コロナウイルス感染症の感染

再拡大及び、円安による物価上昇圧力などの景気回復の勢いが削がれるリスクが懸念されております。こうした

中、当社グループの関連する自動車業界は、自動車生産活動制約の影響もあり、足元の生産が弱含みで推移する見

通しです。

この結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は、370億２百万円と前年同四半期に比べ４億59百万円の減

収、営業損失は、41億69百万円(前年同四半期は17億47百万円の営業損失)、経常損失は、29億60百万円(前年同四半

期は13億25百万円の経常損失)、親会社株主に帰属する四半期純損失は、31億36百万円(前年同四半期は19億67百万

円の親会社株主に帰属する四半期純損失)となりました。

EDINET提出書類

河西工業株式会社(E02174)

訂正四半期報告書

 4/22



 

 
セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

　（日本）

世界的な半導体不足及び新型コロナウイルス感染症の影響による生産調整を受け、売上高は85億18百万円と前年

同四半期に比べ２億５百万円（△2.4％）の減収となり、セグメント損失は８億44百万円(前年同四半期はセグメン

ト損失４億15百万円)となりました。

 
（北米）

主要得意先の生産台数の増加や新規車種立ち上げ、為替の影響により、売上高は173億59百万円と前年同四半期に

比べ26億13百万円（＋17.7％）の増収となりました。しかしながら、原油価格上昇に伴う原材料費の高騰や外部環

境の変化による物流費及び労務費の上昇に加えて、新規車種立ち上げ関連費用の増加、為替の影響によりセグメン

ト損失は43億40百万円(前年同四半期はセグメント損失17億95百万円)となりました。

 
（欧州）

欧州地域の工場の閉鎖並びに拠点解散に伴い売上が減少したため、売上高は38億77百万円と前年同四半期に比べ

30億18百万円（△43.8％）の減収となり、セグメント損失は２億35百万円(前年同四半期はセグメント損失11億58百

万円)となりました。

 
（アジア）

主要得意先新規立ち上げ車種の金型売却により、売上高は72億45百万円と前年同四半期に比べ１億50百万円（＋

2.1％）の増収となり、セグメント利益は13億２百万円と前年同四半期に比べ２億１百万円（＋18.3％）の増益とな

りました。

 
(3)　優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 
(4)　重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

当第1四半期連結累計期間において、当社グループの会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定について重要な

変更はありません。

 
(5)　研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における研究開発費の総額は３億５百万円であり、この他に新車開発及び既存製品の

改良等で発生した研究開発関連の費用は５億40百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
(6)　生産、受注及び販売の実績

当第１四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい変動はありません。
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３ 【経営上の重要な契約等】

（シンジケートローン契約及びコミットメントライン契約）

当社は、2022年５月26日開催の取締役会において、総額303億円のシンジケートローン契約及び株式会社りそな銀

行を貸付人とした総額30億円のコミットメントライン契約を締結することを決議し、同日締結いたしました。

 
１.本契約締結の目的

新型コロナウイルス感染症や半導体供給不足、原材料の高騰等、先行きが不透明な状況を鑑みて、安定的な資金

調達を実現し当社グループの財務基盤の安定性をより高めることを目的としております。

 
２.シンジケートローン契約の概要

 トランシェA トランシェB

(1) 形態 タームローン契約 分割実行型

タームローン契約

(2) 契約金額 195.8億円 107.6億円

(3) 契約締結日 2022年５月26日

(4) 実行日 2022年５月31日 2022年６月30日より３カ月毎

合計４回

(5) 返済期日 2023年４月28日

(6) 返済方法 期日一括返済

(7) 資金使途 既存借入返済資金 事業資金

(8) 担保 無担保

(9) アレンジャー 株式会社りそな銀行

(10) 参加金融機関
株式会社りそな銀行、株式会社みずほ銀行、株式会社横浜銀行、株式会社三

井住友銀行、株式会社三菱UFJ銀行、株式会社日本政策投資銀行、三井住友

信託銀行株式会社、株式会社商工組合中央金庫
 

 
３.コミットメントライン契約の概要

（1）形態 コミットメントライン契約

（2）契約金額 30.0億円

（3）契約締結日 2022年５月26日

（4）コミットメント開始日 2022年５月31日

（5）コミットメント期日 2023年４月28日

（6）資金使途 事業資金

（7）担保 有担保

（8）貸付人 株式会社りそな銀行
 

 
４.財務制限条項

借入人は、本契約締結日以降、借入人が貸付人及びエージェントに対する本契約に基づく全ての債務の履行を完

了するまで、以下の各号を遵守することを確約する。

(1)2022年５月末日を初回とし、各暦月末日における単体の貸借対照表における現金及び預金（現金同等物を含まな

い。）の合計額に、借入人の相手方当事者としての金融機関が貸付義務を有するコミットメントライン契約の未使

用貸付極度額を加算した金額を20億円以上に維持する。

(2)2023年３月期の第２四半期末日及び決算期末日における連結の貸借対照表における純資産の部の金額を2022年３

月期比75％以上に維持する。

(注) 本財務制限条項に加えて、当社の現預金残高を一定金額以上に維持する要件があります。

 
 

（固定資産の譲渡）

当社の連結子会社である河西サポートサービス株式会社は、2022年８月５日開催の取締役会において、その保有

する固定資産の譲渡を決議し、当該決議に基づき、2022年８月５日に譲渡契約を締結いたしました。

詳細は、「第４ 経理の状況 １　四半期連結財務諸表 注記事項 (重要な後発事象)」に記載のとおりでありま

す。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 127,695,000

計 127,695,000
 

 
②【発行済株式】

 

種類

第１四半期会計期間末

現在発行数 (株)

(2022年６月30日)

提出日現在発行数 (株)

(2022年８月12日)

上場金融商品取引所名

又は登録認可金融商品

取引業協会名

内容

普通株式 39,511,728 39,511,728
東京証券取引所
(プライム市場)

単元株式数は100株で
あります。

計 39,511,728 39,511,728 ― ―
 

 
 
(2) 【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 
②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(百万円)

資本金残高

(百万円)

資本準備金

増減額

(百万円)

資本準備金

残高

(百万円)

 2022年６月30日 － 39,511,728 － 5,821 － 1,455
 

 
(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

 当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2022年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①  【発行済株式】

2022年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）  

－ －
普通株式 663,200

完全議決権株式（その他） 普通株式 38,832,800 388,328 －

単元未満株式 普通株式 15,728 － －

発行済株式総数  39,511,728 － －

総株主の議決権  － 388,328 －
 

(注) １. 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式5,000株(議決権50個)が含ま

れております。

２．「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、「業績連動型報酬制度」にかかる信託口が保有する当社株

式155,400株（議決権の数1,554個）が含まれております。

 ３．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が35株含まれております。

 
②  【自己株式等】

2022年６月30日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義

所有株式数

(株)

他人名義

所有株式数

(株)

所有株式数

の合計

(株)

発行済株式

総数に対する
所有株式数の
割合(％)

（自己保有株式）

河西工業株式会社

神奈川県高座郡寒川町
宮山3316

663,200 － 663,200 1.68

計 － 663,200 － 663,200 1.68
 

（注）保有自己株式数には、業績連動型報酬制度導入に伴い設定した信託口が保有する当社株式155,429株は含まれて

おりません。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2022年４月１日から2022年

６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

なお、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しておりますが、

訂正後の四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 27,942 28,955

  受取手形及び売掛金 24,556 25,564

  製品 1,515 2,392

  仕掛品 10,798 11,326

  原材料及び貯蔵品 7,665 7,841

  その他 6,612 7,518

  貸倒引当金 △0 △2

  流動資産合計 79,089 83,598

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物
※１  48,706 ※１  50,456

    減価償却累計額 △26,966 △27,945

    減損損失累計額 △1,009 △1,017

    建物及び構築物（純額） 20,730 21,493

   機械装置及び運搬具
※１  84,716 ※１  89,687

    減価償却累計額 △62,874 △66,497

    減損損失累計額 △6,680 △7,035

    機械装置及び運搬具（純額） 15,161 16,155

   工具、器具及び備品 21,969 23,454

    減価償却累計額 △19,183 △20,463

    減損損失累計額 △207 △239

    工具、器具及び備品（純額） 2,578 2,752

   土地 7,781 7,896

   建設仮勘定 4,525 4,549

   有形固定資産合計 50,777 52,846

  無形固定資産   

   のれん 82 42

   その他 319 290

   無形固定資産合計 401 333

  投資その他の資産   

   投資有価証券 4,806 4,553

   その他 6,387 6,587

   貸倒引当金 △1 △1

   投資その他の資産合計 11,191 11,139

  固定資産合計 62,371 64,319

 資産合計 141,461 147,917
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 22,473 25,139

  短期借入金 45,353 50,132

  未払法人税等 1,130 1,132

  賞与引当金 761 493

  その他 12,963 16,504

  流動負債合計 82,681 93,402

 固定負債   

  長期借入金 23,172 20,045

  退職給付に係る負債 165 190

  その他 4,346 4,657

  固定負債合計 27,683 24,893

 負債合計 110,365 118,295

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 5,821 5,821

  資本剰余金 5,652 5,652

  利益剰余金 11,559 8,422

  自己株式 △535 △535

 株主資本合計 22,498 19,361

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 651 404

  為替換算調整勘定 △2,353 △371

  退職給付に係る調整累計額 835 786

  その他の包括利益累計額合計 △865 819

 非支配株主持分 9,463 9,440

 純資産合計 31,095 29,621

負債純資産合計 141,461 147,917
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

売上高 37,461 37,002

売上原価 34,887 36,927

売上総利益 2,574 74

販売費及び一般管理費 4,321 4,244

営業損失（△） △1,747 △4,169

営業外収益   

 受取利息 101 77

 受取配当金 52 52

 持分法による投資利益 78 124

 為替差益 197 1,084

 補助金収入 61 52

 その他 81 65

 営業外収益合計 571 1,457

営業外費用   

 支払利息 134 163

 借入手数料 － 73

 その他 14 11

 営業外費用合計 149 248

経常損失（△） △1,325 △2,960

特別利益   

 固定資産売却益 4 453

 投資有価証券売却益 － 493

 特別利益合計 4 947

特別損失   

 固定資産売却損 1 －

 固定資産除却損 12 6

 事業構造改善費用 － 20

 事業整理損 545 －

 減損損失 － 21

 その他 6 －

 特別損失合計 564 47

税金等調整前四半期純損失（△） △1,885 △2,061

法人税、住民税及び事業税 686 772

法人税等調整額 △922 △94

法人税等合計 △236 677

四半期純損失（△） △1,649 △2,738

非支配株主に帰属する四半期純利益 318 398

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △1,967 △3,136
 

EDINET提出書類

河西工業株式会社(E02174)

訂正四半期報告書

13/22



【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

四半期純損失（△） △1,649 △2,738

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 127 △247

 為替換算調整勘定 2,689 2,446

 退職給付に係る調整額 △106 △48

 持分法適用会社に対する持分相当額 152 188

 その他の包括利益合計 2,863 2,338

四半期包括利益 1,214 △400

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 400 △1,451

 非支配株主に係る四半期包括利益 813 1,051
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【注記事項】

(会計方針の変更)

(米国財務会計基準審議会会計基準編纂書(ASC)第842号「リース」の適用)

米国会計基準を採用している在外連結子会社において、当第１四半期連結会計期間より、ASC第842号「リー

ス」を適用しております。これにより、当該在外連結子会社における借手のリース取引については、原則として

全てのリースを貸借対照表に資産及び負債として計上することといたしました。当該会計基準の適用にあたって

は、経過措置で認められている、当該会計基準の適用による累積的影響を適用開始日に認識する方法を採用して

おります。

なお、この変更による四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

 
(時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用)

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-

２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適

用することといたしました。これによる、四半期連結財務諸表への影響はありません。

 

(追加情報)

(新型コロナウイルス感染症拡大及び半導体供給不足に伴う会計上の見積り)

当第１四半期連結累計期間において、固定資産の減損等の会計上の見積りをするにあたり、前連結会計年度の

有価証券報告書の（重要な会計上の見積り）に記載した新型コロナウイルス感染症及び半導体供給問題の影響に

関する仮定に重要な変更はありません。

 
(連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用)

当社及び国内連結子会社は、当第１四半期連結会計期間から、連結納税制度からグループ通算制度へ移行して

おります。これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示については、「グループ通

算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号　2021年８月12日。以下「実

務対応報告第42号」という。）に従っております。また、実務対応報告第42号第32項(1)に基づき、実務対応報告

第42号の適用に伴う会計方針の変更による影響はないものとみなしております。
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(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 国庫補助金等により有形固定資産の取得価額から控除している圧縮記帳額は次のとおりであります。

 

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

建物及び構築物 371百万円 371百万円

機械装置及び運搬具 10百万円 10百万円

合計 381百万円 381百万円
 

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
 至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
 至 2022年６月30日)

減価償却費 1,802百万円 1,705百万円

のれんの償却額 39百万円 41百万円
 

 
(株主資本等関係)

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年６月30日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年６月30日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ｉ 前第１四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

日本 北米 欧州 アジア 計

売上高        

  外部顧客への売上高 8,723 14,746 6,895 7,095 37,461 － 37,461

  セグメント間の内部
売上高又は振替高

2,305 － 23 198 2,526 △2,526 －

計 11,028 14,746 6,918 7,294 39,988 △2,526 37,461

セグメント利益
又は損失（△）

△415 △1,795 △1,158 1,101 △2,268 521 △1,747
 

(注) １．セグメント利益又は損失（△）の調整額521百万円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

日本 北米 欧州 アジア 計

売上高        

  外部顧客への売上高 8,518 17,359 3,877 7,245 37,002 － 37,002

  セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,073 － 15 167 1,256 △1,256 －

計 9,591 17,359 3,893 7,413 38,258 △1,256 37,002

セグメント利益
又は損失（△）

△844 △4,340 △235 1,302 △4,118 △51 △4,169
 

(注) １．セグメント利益又は損失（△）の調整額△51百万円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

当第１四半期連結累計期間において、固定資産に係る重要な減損損失の認識はありません。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
 至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
 至 2022年６月30日)

１株当たり四半期純損失 50円86銭 81円07銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純損失(百万円) 1,967 3,136

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純損失
(百万円)

1,967 3,136

普通株式の期中平均株式数(株) 38,693,146 38,693,064
 

（注）１．役員向け業績連動型株式報酬制度に係る信託が所有する当社株式を１株当たり四半期純損失の算定上、期中

平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。なお、１株当たり四半期純損失の算定上、

控除した当該自己株式の期中平均株式数は前第１四半期連結累計期間155,429株、当第１四半期連結累計期間

155,429株であります。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

 

EDINET提出書類

河西工業株式会社(E02174)

訂正四半期報告書

18/22



 

(重要な後発事象)

(固定資産の譲渡)

当社の連結子会社である河西サポートサービス株式会社は、2022年８月５日開催の取締役会において、下記

のとおり固定資産の譲渡を決議し、同日に売買契約を締結しました。

 
(1)譲渡の経緯・目的

経営資源の有効活用と財務体質の向上を図るため、譲渡することといたしました。

なお、現在の綾瀬工場の生産工程は、物件明け渡し迄の約２年の間に当社グループの寒川工場等に移管を予

定しております。移管が完了するまで、当該土地については譲渡先と使用貸借契約を締結し継続して使用いた

します。

 
(2)譲渡資産の内容

資産の名称 綾瀬工場の土地

所在地及び資産の内容 神奈川県綾瀬市深谷上８-23-20　土地8,125㎡

譲渡益 約2,030百万円※

現況 工場の底地
 

※譲渡価格につきましては、譲渡先の意向により開示を控えさせていただきますが、譲渡益は

 譲渡価額から帳簿価額及び譲渡にかかる費用等の見込み額を控除した暫定金額です。

 
(3)譲渡先の概要

譲渡先は国内の事業法人であり、譲渡先との機密保持の観点から開示を控えさせていただきますが、譲渡先

と当社の間には、資本関係・人的関係・取引関係・関連当事者として特筆すべき事項はありません。

 

(4)連結子会社の概要

名称 河西サポートサービス株式会社

所在地 神奈川県綾瀬市深谷上８-23-20

代表者 代表取締役社長　篠田洋平

事業内容 保険代理業・業務請負・他

資本金 90百万円
 

 
(5)譲渡の日程

子会社取締役会決議日　　　　　　2022年８月５日

売買契約締結日及び所有権移転日　2022年８月５日

物件明渡日　　　　　　　　　　　2024年７月31日(予定）

(6)当社業績に与える影響

当該固定資産の譲渡に伴い、2023年３月期第２四半期決算において、約2,030百万円を固定資産売却益として

特別利益に計上する見込みであります。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 
 

 

 2024年７月29日
 

河　西　工　業　株　式　会　社
 

　　取　締　役　会　　　御　中
 

 

 

有限責任監査法人ト　ー　マ　ツ

横　　浜　　事　　務　　所
 

 
 

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 茂 木 　浩 之   

 

 

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 井　上 　浩　二   

 

 
監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている河西工業株式会

社の2022年４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2022年４月１日から2022年６

月30日まで）及び第1四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年６月30日まで）に係る訂正後の四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、河西工業株式会社及び連結子会社の2022年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第1四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要

な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
その他の事項

　四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、四半期連結財務諸表を訂正している。な

お、当監査法人は、訂正前の四半期連結財務諸表に対して2023年６月27日に四半期レビュー報告書を提出しているが、

当該訂正に伴い、訂正後の四半期連結財務諸表に対して本四半期レビュー報告書を提出する。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。
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監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レ

ビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期

連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明する

ことが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の

事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の

作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単

独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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